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’「　ロケット・センタ

　パノン・カメラ〔裡角141））にて錦t、｛．

　ラン千ヤ上にあるの　テムダ：．．三コ号Rで叶肝し：）・

鹿児島宇宙空間観測所
東京大学鹿児島宇宙空間観測所は，鹿児島県肝付郡内之浦町南方字長坪にあり，東経151°04’4y，北緯51：15’

oe”，地磁気緯度，北緯19．　8）に当たり，太平洋1二面し標高230～320　mにある．観測所は長坪地区の三つの

台地にあるコントロール・センタ，テレメータ・センタ，電波センタ、ロケット・センタ，計器センタと宮原

地区のレーダ・センタから成っている．昭和37年2月起工，同38年度末までにラムダ・ロケット発射実験

用としての施設を完了した．昭和39年度からは新設された宇宙航空研究所の付属施設となり，引きつづきミ

ュー・ロケット発射に必要な施設の建設が行なわれている．

コ　観測所およびその周辺の航空写真

　　　　　　　　　　　　1．・　　　　’」一．．．．

　博則所は［三緩地ヨに童，り，丑とlt，’一

　路でつなぎ，丘　　」きを1］’it；tて「已F．s二

　台地に建物と施設禍ヱ柱たもので，

　その立体掬な1浅に大きた謹且ご．tt；

　　L、Lり．

O　観測所航空写真



ゴ　ロケット・センタとラムダ・ランチャ

　選方に1，LlえるJは…．器センタ台地

〔1　ロケット・センタ

コントロール・センタ，テレメータ・センタ

と18mトラッキング・テレメータ・アンテ
ナ

与　18㎜　トラ・）キンゲ・

　テレメータ・アンテナ

くコ　レーダ・センタ

　　発身寸、転から　1．9k【n

　　はなれた宮原地区に

　　ある．

鹿児島宇宙
建物と



1　ロケット・センタ恒温室 ．　ロケット・センタ

　半．Lt下室1㍉のランチ丁溶IIIJ量こイダナイタ管：i、．望

ワ　コントロール・センタ内部

　発射管制司令卓（手前）と発射管制澹

コントロール・センタ内部
｝！e．．．㌦．，£イ言陵および受こ象’芝1研k、童　焦ノ．∵㌔1．奔）

計器センタおよび第2光学観測点

L左側の塔1

空間観測所
その内部



テレメータ・センタと電波センタ

囎

廻

第1光学観測点
L発射点後方♪

こ　テレメータ受信記録装置

　　〔｛レぜ一タ・センタ1

・　計器センタにおける各

　　種観測器の調整作業

仁　火薬庫

O　第1監視所
　　（発射点後方III頂）
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観測ロケット
および
ノ」、型試験

ロケット

カッパ9M型2号機
　｛．．．．芽】．繋午5弓〕

ll　高性能小型ロケット

　　PT．．1551号機の発射

　　（H召弔rl　39角」3　月　29　日　；

・「，　ラムダ2型1号機とランチャ（昭和38年8月）

ζ　RT－150型2号機
　　」ヨ禾［：19ギ．1．：うノ」；

カッパSL型2号磯
d「モニ：iPt　E’．13」1

じ　ラムダ2型1号機頭部の組みkて
　　　　　　　　　1にi訴「］B’se6月：



観測ロケット

ラムダ2，3型

．1・ラムダ3型1号機

　　頭部の組みたて

　　〔昭和39年7月）

，」　ラムダ5型1号機

く

ラムダ2型2号機
の発射

（昭和38二氏Bt－．1】の

1．L　ラムダ1型1号機の発射

　「昭和B9年丁月1］目）

O　ラムダ3型1号機の各段ロケット



能　代　実　験　場

における地上試験
鹿児島における発射実験と並行して秋

田県能代市浅内海岸の能代実隙場にお

いて各種エンジンの地上燃焼試鉄が行

なわれている，

号　ミュー14001「3エンジン

　地上燃焼試験

　　　L昭和39年3月5日）

難
観

　　　　　　　　ir

ラムダ7S5改良型
エンジン地上燃焼試験
t昭下「1ヨB1ト10．当1811）

匂　　ミュー　1400　1〆3　ヱンジン

　　　　　（：A和39年3月）

轟節
寧声

t．＝

t”　ラムダ735改良型エンジンの全景

　　　　　　　tE／t｛丙】　 38　 ∠←　 1，　 ノ」

　　　　　　　　（t
地上燃焼試験用推力計

能代実験場の各種計測装置　∫



：．ロケット慣性モーメントの測定

一／ラムダ・ロケット模型の風洞試験

．　ラムダ・ロケット頭部のダイナミック

　バランス試験

teラムダ・ロケット接手部の強度試験

Cコ　真空．熱，振動の環境試験装置

写真撮影：玄EE

　　　　　聞重

レイアウト：：tl野

良平

誠一

玉H日月

．一



ロケット・

エレクトロニクス

∵i；・㌦囁　ペド敵．凱・

一一’
F

コ　18mφトラッキング・テレメータ・アンテナ

　管制卓およびフレキソライタ

．1　コマンド送信アンテナ

コマンド送信機　・

新型2me
自動追跡レーダ・アンテナ

新型2mφ自動追跡レーダ装

置　受信装置

・｝　テレメータ管制盤

　　　
：ミ・塗＿



1｝　カッパ8L型2号機のナトリウム発光弾

カッパ8L型3号機に搭載のプロトン

磁力計およひテレメータ送信機

カッパ9M型のテレメータ・アンテナ eti搭載機器1」一ド線中継端子箱（ラムダ・

　　ランチャ上）

・｝　ラムダ2型のレーダ・アンテナ O　ラムダ2型の着脱コネクタ



1．yラムダN型2号機の電離層ブロープ
tt

@ラムダ2型2号機のPR－RN用受信アンテナ

．・ラムダ3型1号機

　2段目の搭載機器

　　　　　　　⇒
ラムダ5型1号機
の観測機器



ロケットの光学的追跡
　　　装置による観測

　　　　　　　　　　植村研究室

¢

ラムダ3型1号機の飛しょう状況
一1t3H　、．圭1要カメラ　C］9nm．レノズみ「，

　鍛．屋度］，｝y．：．コマ．．抄一

　①　ノゲ＋イタ点．1、　　　　〔．．　　重て｝

　、三．1発考r後　　　　　　　〔L7〔i「e．．

　：9』．　　tt　　　　　　　　　l．　u．いE／．1’

　14：．　　〃　　　　　　　　　　　ユ．墜⊃軌．．

第2光学観測点における光学的追跡

「　ランチv真下にすえつけられ仁

　高速度力メラ
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フラッシ＝点火　　e

フラッシュ点火後　0．14秒

　　〃　　　0．52秒
　　〃　　　1．04秒

購麟灘騰

舞轟呼遣

　難“

無’》

灘犠

塗
「

灘

⑤フランシュ点火後
⑥　　　〃

⑦　　　〃

⑧　　　〃

3．47秒

4．86秒

20．83秒

41．66秒

　　b

ラムダ5型1号機の飛しょう状況

一35mrn撮影機にて搬影（第2）L学醸測室〕一

謙嚢t
繍鶏：ま…



鼻嶽響

繕

験鹸無轟船

フラッシ2点火

フラッシュ点火後

　　〃
〃

0　秒
0．17秒

O．　62秒

1。25秒

⑤⑥⑦③

フラッシュ点火後

　　〃
〃

〃

4．17秒

5．B3秒

25，00秒

50．00秒

⇒

ミュー1400－1i’3エンジン地上燃焼実験

　　一35mm撮膨機にて撮影一


